２０２２年度事業計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人アマモ種子バンク
１．アマモ種子の採取および保存事業

今年度も明石市･江井ヶ島海岸のアマモ種子のみを採取･保存します。

２．アマモ場造成に係わる調査、研究、開発事業
2.1 小さな地曳網による生物調査

2.1.1 「実感　アマモは海のゆりかごだ！」プロジェクト

「実感　アマモは海のゆりかごだ！」プロジェクトとして小型地曳網によるアマモ場の生物調査を明石市･江井ヶ島海岸で継続実施します。
2.1.2 小さな地曳網による御前浜の生き物調査

　    西宮市の御前浜･香櫨園浜前面の沖合人工島に囲まれた閉鎖性海域の水質が良くなり海底に光が届き、アマモが生育できるのではとの声が聞かれるようになりました。当NPOとしては海域の浄化と豊かな生態系の創出にアマモ場造成を提案したいと思います。
しかし、この閉鎖性海域については水質、底質が悪く、赤潮、青潮が発生し、どうしようもない海域で、全く手が付けられないというイメージが今も強く、この海域に興味関心を持つ方は少ないのが現状です。

そこで、この海域で小さな地曳網を曳き、多くの生き物が生育し、この海域が生きていることをまず知って頂き、この海域に興味関心を持って頂くことから始めます。
2.2 アマモ付着･葉上生物の調査

魚住沖浅場で2020年度に移植したアマモ株の追跡調査を行うとともに、これまでの経緯と結果をまとめ、2014年度から実施してきた本事業は中断します。
３．アマモ場造成に係わる調査、研究の助成および支援事業
　実施しない。
４．アマモ場造成の普及および啓蒙事業

4.1 アマモ育苗用小袋

木綿の織布とタコ糸によるアマモ育苗用小袋の製造･販売を継続します。
５．国内外の環境関係諸団体との交流および事業協力

5.1 海と日本プロジェクト in ひょうご
実行委員会に参加します。
5.2 須磨海岸の砂浜生態系の再生保全活動
ひょうご環境創造協会の助成事業「R4年度環境パートナーシップ事業」に須磨里海の会主導で応募した。採択されれば須磨海岸で実施するアマモ場造成事業に係わる部分について協働して行う。
６．アマモ場造成に係わる国、地方公共団体および民間からの受託事業

6.1 アマモ種子の養生･保存

福井県・おおい町、鳥取県・境港市、福岡県・福岡市の種子を預かり、養生・保存する予定です。

７．その他関連する環境保全活動

特に予定していないが、案件があれば、その都度対応していきます。
８．その他

8.1 設立20周年記念事業について
　　コロナの感染状況によりますが、設立20周年記念事業委員会を今年度立ち上げ、その内容を検討します。

９．事業の実施に関する事項
9.1 特定非営利活動に係る事業
	事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

(千円)

	アマモ種子の採取および保存事業
	アマモ種子を採取･保存し、藻場造成に関する研究開発、実海域での発芽･生育試験などでアマモ種子を必要とする機関に融通する。
	2022年4月～
2023年3月
	(採取)

明石市･江井島海岸

(養生)

江井ヶ島港

(保存)

当事務所
	5人
	アマモ場造成に係わる研究開発者、漁協および地方自治体

100人
	50

	アマモ場造成に係わる調査、研究、開発事業
	アマモ場の生物調査ほか
	2022年4月～
2023年3月
	明石市･江井ヶ島海岸
	5人
	アマモ場造成に係わる研究開発者、漁協

　　100人
	350

	アマモ場造成に係わる調査、研究の助成および支援事業
	実施せず

	アマモ場造成の普及および啓蒙事業
	各地の市民活動団体と協働してアマモ場造成事業を行う。
	2022年4月～
2023年3月
	全国
	2人
	アマモ場造成に関心のあるNPO、市民活動団体および市民
200人
	50

	国内外の環境関係諸団体との交流および事業協力
	各地の市民活動団体との交流や事業協力を行う。
	2022年4月～
2023年3月
	全国
	2人
	アマモ場造成に係わる市民活動団体ほか

100人
	50

	アマモ場造成に係わる国、地方公共団体および民間からの受託事業
	委託者が採取したアマモ種子を使用時まで養生し、保存管理する。
	2022年4月～
2023年3月
	ｱﾏﾓ種子の養生･保存

江井ヶ島港

当事務所
	5人
	沿岸環境が整備される周辺住民
50,000人
	1,500

	その他関連する環境保全活動
	案件があれば、その都度対応する

	20


9.2 収益事業
　実施しない。
